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2026年度専門委員会とプロジェクトチーム
平和活動委員会

地域の平和活動団体との
つながりをより深め、核
兵器廃絶と戦争のない平
和な社会づくりに向けて
取り組んでいきます。

協同をすすめる委員会

三重大学人文学部特殊講
義「協同組合論」の運営を
担い、あわせて関係する
諸団体との連携を推進し
ます。

生協大会実行委員会

会員生協と連帯し、地域
の皆さんと社会的な課題
やくらしの課題について
考えあう機会となるよう、
生協大会の具体化に向け
た検討をすすめます。

食と健康の委員会

会員生協の食と健康に関
わる取り組みがすすむこ
とをめざすとともに、学
びの機会をつくっていき
ます。

大規模災害に備える
プロジェクトチーム
三重県での甚大な被害発
生を想定し、会員生協と
三重県生協連で事業・地
域活動の面から必要な備
えの検討をすすめます。

理事（代表理事） 茂木  穰 （員外） 重任
副会長理事 堀尾 茂貴 （みえ医療福祉生活協同組合 専務理事） 重任
専務理事（代表理事） 松本 宏一 （生活協同組合コープみえ 理事長） 重任
理事 枝松 かおり （三重県学校生活協同組合 専務理事） 重任
理事 竹内 信也 （三重大学生活協同組合 専務理事） 重任
理事 鈴木  浩 （みえ医療福祉生活協同組合 理事長） 重任
理事 前野 深雪 （生活協同組合コープみえ 副理事長） 新任
理事 村田 正樹 （生活協同組合コープみえ 専務理事） 新任
理事 嶋崎 邦彦 （三重県労働者共済生活協同組合 専務理事） 重任
監事 菅谷 芳則 （みえ医療福祉生活協同組合 監事） 重任
監事 森下  智 （生活協同組合コープみえ 常勤監事） 重任

12月24日（水）、みえ医療福祉生協の津生協病院で、ユニセフ「ハンド・イン・ハンド募金」活動
を行いました。会員生協の役職員は募金活動前の学習会で、三重県ユニセフ協会の吉田事務局長から、
ユニセフの活動について学び、その後ロビーで募金箱や横断幕をもって募金を呼びかけました。来院
された方や、病院のスタッフ、職員の皆さんが足を止めて、ユニセフへ募金を寄せてくださいました。

「大分県大分市佐賀関大規模火災支援募金」へ「大分県大分市佐賀関大規模火災支援募金」へ
支援募金を送金しました支援募金を送金しました

11月18日（火）、大分県大分市佐賀関で大規模火災が発生しました。被災された皆さまに心より
お見舞い申し上げます。三重県生協連では、大分県生協連からの「大分県大分市佐賀関大規模火災支
援募金」の呼びかけに応え、被災地と被災者へご支援になればと、支援募金をお送りいたしました。
被災地の一日も早い復旧と復興を願っております。

「ユニセフ「ユニセフ ハンド・イン・ハンド募金」ハンド・イン・ハンド募金」
活動を行いました活動を行いました

災害ボランティアセンター運営者養成災害ボランティアセンター運営者養成
研修会を開催しました研修会を開催しました

12月12日（金）、三重県教育文化会館にて、「2025年度災害ボランティアセンター運営者養成研修会」
を開催しました。講師には、公益財団法人ピースボート災害支援センターの関根 正孝氏をお招きしました。
昨年に続き2回目となる本研修会では、前半は発災時に被災者がおかれる状況を知り、災害ボランティ
ア活動の種類や参加方法と、活動の流れや災害ボランティアセンター（以降、災害VC）の役割等に
ついて学びました。
後半はチームに分かれて「災害VCマッチングシミュレーションゲーム」を行い、参加者は災害
VC運営者の一人として、チームで議論を交わしながらボランティア希望者と被災者のニーズを次々
とマッチングさせていきました。ゲームの疑似体験や参加者どうしの意見交流を通して、災害VC運
営の３原則の考え方とその重要性について実感を得ることができました。

活動報告活動報告 三重県議会の正副議長と三重県生協連の役員が三重県議会の正副議長と三重県生協連の役員が
懇談を行いました懇談を行いました

12月17日（水）、三重県議会棟で、三重県議会の服部議長と森野副議長、
三重県生協連の役員が懇談を行いました。当連合会からは、三重県政へ６項
目の要望を提出しました。正副議長には、一様に大事な課題であると受け止
めていただき、被災地支援の取り組みなど、今後も生協に期待する旨のご意見をいただきました。

開催報告開催報告 三重県食の安全・安心研修会を開催しました三重県食の安全・安心研修会を開催しました

１月24日（土）、アスト津会議室１とオンラインで、三重県と三重県生
協連の共催による三重県食の安全・安心研修会「お米の流通ってどうなっ
ているの？」を開催しました。食の安全・安心をテーマとした三重県と
の学習会の共催は、2019年度以降7年連続の開催です。当日は会場21名、オンライン24名、合計
45名の参加がありました。東海農政局の職員を講師にお招きし、米の流通経路や価格高騰の背景に
ついてと、購入の際の選択に重要な食品表示と米トレーサビリティの制度を学びました。戦後から現
在までの国の米穀流通制度の変遷や、この間のお米の価格高騰の背景と考えられる様々な要因につい
て、三重県や全国の米の収穫の見込みなど、数字やグラフとともにご説明いただきました。
参加者からは「価格上昇の背景を知ることができた」などといった感想が寄せられました。

開催報告開催報告 大規模災害に備える×ジェンダー平等学習会を大規模災害に備える×ジェンダー平等学習会を
開催しました開催しました

2月25日（水）、アスト津会議室1にて、「2025年度DE & I・ジェンダー
平等基礎学習会～大規模災害に備える×ジェンダー平等～」を開催しま
した。講師には三重県男女共同参画センター「フレンテみえ」の宮田 直
樹氏をお招きし、役職員など30名の参加がありました。
今年は防災･減災の視点で、DE & Iとジェンダー平等について学びました。平時ですら男女共同参
画が十分にすすんでいない日本社会では、非日常となる大規模災害の発災時にジェンダーへのバイア
スにとらわれ男女ともに大きな心身の負担が生じてしまうという現状を、統計や事例を通して知るこ
とができました。大規模災害への特別な備えという視点ではなく、平時から家庭や職場、地域で様々
な人が参加しやすい環境をつくり多様性を受け入れる意識を育むことで、発災等の緊急時にも特定の
人に負担を負わせることなく、みんなが普段持っているそれぞれの力を発揮できることを学びました。




